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一般に､KT転移温度に向かって相関距離は､二次相転移のように幕的にではなく､E～exp(a/､斤)
のように指数関数的に発散する｡そこで､緩和時間も同様に発散すると仮定する｡
T(E)-bexp(a/＼斤) (5)
式(5)を使って､上で求めた緩和時間からKT転移温度を見積もる｡KT転移温度を仮定して､式
(5)に対して最小二乗法を行い､残差が最小になる温度をTKTとしたoここでは､最小の残差を
与えるTKT-0.32とした結果を図4に示す.これは図2の振舞いとも矛盾していないo
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Squarelatjcc,Leastsquare爪ttjngTorT_KT=0･32
図4:7-(E)と最小二乗フイット
前図で求められたTEをTKT -0.32として､
式(5)に最小二乗フイットさせた｡
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この解析はKT屯移を仮定して行っているが､式(5)に合うような緩和時間の発散が見られるの
は､この仮定が間違っていないことを示唆している｡これは､KT相がランダムネスに対して不
安定であるという一部の指摘[4]を否定する結果になる｡
4 まとめ
二次元ゲージグラス模型のKT転移の安定性を非平衡緩和法で解析した｡これまで難しかった
KT範移温度の非平衡緩和関数による評価を､スケーリング関係を利用して解決した｡これによっ
て､KT相は小さなランダムネスに対して安定であり､低温における境界が垂直であるというこ
れまでの予想を支持することになった｡スケーリングによる転移温度の評価は､同様の困難を抱
えるスピングラス転移の解析にも有効である【6]O
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